
 

リコール届出一覧表（第２号様式） 

連絡先：自動車局 審査・リコール課 リコール監理室 

ＴＥＬ：０３－５２５３－８１１１   内線４２３５４ 

  アドレス：http://www.mlit.go.jp 

 

リコール届出一覧表 

リコール届出日:平成２５年５月２４日   

リコール届出番号  ３１５７ リコール開始日 平成２５年５月２４日 

届出者の氏名又は名称 極東開発工業株式会社 

代表取締役社長 筆谷 高明 

問い合わせ先：品質保証部 

TEL:0798-66-2330 

不具合の部位（部品名） ダンプ操作用コントロールワイヤ 

基準不適合状態にあると

認める構造、装置又は性能

の状況及びその原因 

大型ダンプ車において、ダンプ操作用のコントロールワイヤの配策を誤った

ため、走行中の振動によりコントロールワイヤがリヤブレーキ用エアーチュ

ーブと接触するものがある。そのため、そのままの状態で使用を続けると、

当該エアーチューブが損傷しエアーが漏れ、最悪の場合、制動能力が低下す

るおそれがある。 

改善措置の内容 全車両、コントロールワイヤの配策を点検し、配策が不適切なものは正規の

配策に変更するとともに、リヤブレーキ用エアーチューブを点検し、損傷し

ているものは当該エアーチューブを新品に交換する。 

不具合件数 ５件 事故の有無 無 

発見の動機 市場からの情報による。 

自動車使用者及び自

動車分解整備事業者

に周知させるための

措置 

・自動車使用者：電話、またはダイレクトメールにて通知するとともに、弊

社のホームページに掲載する。 

・自動車分解整備事業者：日整連発行の機関紙に掲載する。 

・改善実施済車には、運転者席側ドア開口部のドアロックストライカ付近に、

No.３１５７のステッカを貼付する。 

 

車名 型式 通称名 
リコール対象車の車台番号 

（シリアル番号）の範囲及び製作期間 

リコール 

対象車の台数 
備考 

三菱 

LDG-FV50VX 

「スーパー 

グレート」 

FV50VX-500006～FV50VX-505439 

平成22年6月16日～平成24年3月2日 
57台  

LDG-FV50VY 
FV50VY-505089,FV50VY-505090 

平成23年12月17日,平成23年12月17日 
2台  

LKG-FP54VDR 
FP54VD-505255～FP54VD-505832 

平成23年8月10日～平成24年3月30日 
4台  

LKG-FU50VY 
FU50VY-500022～FU50VY-500151 

平成22年9月14日～平成23年12月22日 
3台  



 

車名 型式 通称名 
リコール対象車の車台番号 

（シリアル番号）の範囲及び製作期間 

リコール 

対象車の台数 
備考 

三菱 

LKG-FV50VX 

「スーパー 

グレート」 

FV50VX-500246,FV50VX-500261 

平成24年1月28日,平成24年2月27日 
2台  

LKG-FV50VY 
FV50VY-500086 

平成23年3月25日 
1台  

LKG-FV50VZ 
FV50VZ-500019～FV50VZ-500340 

平成22年8月20日～平成24年3月1日 
7台  

QDG-FV50VX 
FV50VX-520038～FV50VX-520180 

平成24年7月20日～平成24年7月25日 
3台  

QDG-FV50VY 
FV50VY-520064 

平成24年10月10日 
1台  

QKG-FP54VDR 
FP54VD-520156 

平成24年8月29日 
1台  

QKG-FU50VY 
FU50VY-500189～FU50VY-530014 

平成24年5月14日～平成25年2月20日 
4台  

QKG-FU54VZ 
FU54VZ-502177 

平成24年3月26日 
1台  

QKG-FV50VX 
FV50VX-500282～FV50VX-530370 

平成24年3月30日～平成25年3月22日 
60台  

QKG-FV50VY 
FV50VY-530058～FV50VY-530093 

平成25年2月13日～平成25年3月11日 
4台  

QKG-FV50VZ 
FV50VZ-520026,FV50VZ-530002 

平成24年7月26日,平成25年1月18日 
2台  

 

（計15型式） （計1車種） 
（製作期間の全体範囲） 

平成22年6月16日～平成25年3月22日 
（計152台）  

 

【注意事項】リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


